中世寺院と「たたら製鉄」の利権構造 ―誕生寺「鐘しょう鋳ちゅう日鑑」（元禄一五年『誕生寺古記録集成』所収）を手掛かりに― by 瀬川, 久志
中
世
寺
院
と
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
利
権
構
造
―
誕
生
寺
「
鐘しょう
鋳ちゅう
日
鑑
」（
元
禄
一
五
年
『
誕
生
寺
古
記
録
集
成
』
所
収
）
を
手
掛
か
り
に
―
瀬
川
久
志
は
じ
め
に
漆
間
時
国
（
一
〇
九
八
年
頃
〜
一
一
四
一
）
は
、
法
然
上
人
の
幼
少
名
・
勢
至
丸
の
父
で
、
美
作
国
久
米
南
条
稲
岡
荘
に
住
む
押
領
使
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
法
然
上
人
の
研
究
に
は
、
た
び
た
び
登
場
し
た
人
物
で
、『
法
然
上
人
絵
伝
』
に
よ
れ
ば
、
源
光
の
後
胤
式
部
太
郎
源
年
と
久
米
の
押
領
使
神
戸
大
夫
漆
元
国
の
女
の
子
盛
行
六
代
の
子
孫
に
当
た
る
と
い
わ
れ
る
が
、
諸
説
多
い
と
さ
れ
る
。
一
一
三
三
年
、
夫
人
秦
氏
と
の
間
に
勢
至
丸
が
生
ま
れ
た
。
勢
至
丸
の
出
生
に
関
し
て
は
い
く
つ
か
の
神
秘
的
な
伝
承
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
一
一
四
一
（
保
延
七
）
年
、
次
に
紹
介
す
る
稲
岡
荘
の
領
あ
ず
か
り
所どころ
明
石
定
明
の
夜
襲
を
う
け
、
そ
の
と
き
に
負
っ
た
傷
が
も
と
で
落
命
し
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
夜
襲
の
い
き
さ
つ
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
い
さ
か
い
ご
と
が
原
因
だ
っ
た
と
さ
れ
る
も
、
真
相
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
法
然
上
人
生
誕
の
地
美
作
国
に
関
す
る
研
究
K
indle
版
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
時
国
の
臨
終
に
際
し
、
勢
至
丸
に
復
讐
が
無
益
で
あ
る
こ
と
を
さ
と
し
、
出
家
す
る
よ
う
に
遺
言
し
た
と
言
わ
れ
、
勢
至
丸
は
母
秦
氏
の
弟
で
菩
提
寺
の
観
覚
上
人
の
も
と
へ
上
り
、
学
問
の
道
を
志
し
、
後
に
京
を
目
指
す
。
そ
し
て
苦
行
の
末
、
浄
土
宗
を
開
祖
し
た
。
法
中
世
寺
院
と
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
利
権
構
造
四
七
明
石
源
内
武
者
定
明
の
生
没
は
不
明
（
一
二
世
紀
中
頃
）
で
あ
る
が
、
美
作
国
久
米
南
条
稲
岡
荘
の
庄
官
（
預
所
）
で
、
法
然
上
人
の
父
を
殺
害
し
、
上
人
の
出
家
の
動
機
を
作
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
同
じ
く
国
宝
『
法
然
上
人
絵
伝
』
に
よ
れ
ば
、
伯
耆
守
、
源
長
明
の
長
男
で
、
漆
間
時
国
を
夜
襲
し
た
際
、
勢
至
丸
の
射
た
矢
が
眉
間
に
あ
た
り
失
踪
し
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
そ
う
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
真
相
は
定
か
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
誕
生
寺
の
寺
伝
に
「
片
目
の
魚
伝
説
」
が
あ
り
、
ま
ず
久
米
南
町
に
よ
れ
ば
「
弓
の
腕
を
め
き
め
き
と
上
達
さ
せ
て
い
た
勢
至
丸
（
法
然
上
人
）
に
、
夜
襲
の
際
右・
眼・
を・
射・
ら・
れ・
た・
（
絵
伝
で
は
両
目
の
間
つ
ま
り
眉
間
と
な
っ
て
い
る
）
明
石
定
明
が
、
小
川
で
そ
の
目
を
洗
っ
た
た
め
、
以
後
片
目
の
魚
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
、
川
そ
の
も
の
も
片
目
川
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
。（
久
米
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
こ
の
「
右
目
」
の
言
い
伝
え
は
、
な
ぜ
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
観
光
案
内
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
末
広
恭
雄
の
『
魚
と
伝
説
』（
新
潮
文
庫
、
昭
和
五
二
年
）
に
は
、
誕
生
寺
の
漆
間
住
職
か
ら
の
手
紙
の
紹
介
と
し
て
、
定
明
の
左・
目・
を・
貫・
い・
た・
と
さ
れ
、
左
目
を
洗
っ
た
ら
、
一
夜
の
う
ち
に
魚
も
左
目
を
失
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
絵
伝
』
の
話
の
眉
間
が
右
目
に
変
わ
り
、
さ
ら
に
誕
生
寺
伝
で
は
「
左
目
」
を
失
い
、
飛
躍
を
し
て
魚
の
左・
目・
が・
な・
く・
な・
っ・
た・
と
さ
れ
、
混
乱
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
言
い
伝
え
を
解
釈
し
た
人
た
ち
が
、
都
合
の
い
い
よ
う
に
安
直
に
理
解
し
、
そ
の
場
限
り
の
解
釈
で
書
き
留
め
た
り
、
言
い
伝
え
た
り
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
真
偽
の
ほ
ど
は
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
、
実
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
私
は
そ
う
考
え
て
、
文
献
や
資
料
を
読
み
、
現
地
を
訪
れ
て
考
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
が
本
論
で
あ
る
。
誕
生
寺
の
本
堂
に
は
、
こ
の
片
目
の
魚
の
ア
ル
コ
ー
ル
漬
け
（
後
掲
写
真
）
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
片
方
の
目
が
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
白
く
濁
っ
て
い
る
と
い
う
形
状
で
あ
る
。
本
稿
は
、「
た
た
ら
」
と
い
う
古
代
か
ら
の
製
鉄
法
に
関
連
さ
せ
て
、
こ
の
歴
史
の
謎
の
一
端
の
解
明
に
迫
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ア
ル
コ
ー
ル
漬
け
の
鯉
は
、
右
目
で
は
な
く
左
目
で
あ
る
。
共
生
文
化
研
究
第
五
号
四
八
「
片
目
」
に
表
現
さ
れ
る
物
神
崇
拝
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
小
項
目
事
典
の
解
説
１
」
に
よ
れ
ば
、
片
目
の
魚
は
「
日
本
古
来
の
伝
説
の
一
つ
」
と
さ
れ
以
下
の
様
な
解
説
を
与
え
て
い
る
。
「
池
に
住
む
魚
の
目
が
片
方
だ
け
と
い
う
も
の
。
そ
の
池
は
寺
社
の
境
内
に
あ
る
と
い
う
場
合
が
多
い
。
片
目
の
由
来
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
神
聖
な
る
魚
と
し
て
尊
重
す
る
心
意
の
点
で
共
通
し
て
い
る
。
片
目
の
魚
に
つ
い
て
は
、
片
目
の
も
の
を
神
が
好
ま
れ
た
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
神
供
の
魚
と
他
の
魚
を
区
別
す
る
た
め
に
、
目
を
片
方
つ
ぶ
し
て
寺
社
の
池
に
放
し
て
お
い
た
と
す
る
考
え
方
と
、
自
然
的
に
発
生
し
た
特
殊
な
魚
の
神
秘
性
か
ら
、
そ
の
場
所
が
霊
場
視
さ
れ
、
寺
社
の
信
仰
が
導
か
れ
た
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
伝
説
は
片
目
の
神
を
祀
る
信
仰
に
基
づ
く
伝
承
と
い
え
る
」
い
わ
ゆ
る
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
を
興
味
半
分
で
訪
れ
る
、
今
の
風
潮
と
似
通
っ
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
誕
生
寺
に
伝
わ
る
伝
説
は
、「
片
目
の
破
壊
」
で
も
な
く
「
自
然
発
生
」
で
も
な
い
、
実
在
し
た
「
地
方
武
士
の
傷
の
血
に
よ
る
片
目
魚
の
発
生
」
と
い
う
別
の
タ
イ
プ
の
伝
説
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
以
下
に
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
形
成
さ
れ
た
の
か
、
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
単
な
る
作
り
話
な
ら
、
自
然
消
滅
し
て
も
よ
い
は
ず
だ
。
ま
ず
「
も
の
の
け
姫
」
か
ら
始
め
よ
う
。「
も
の
の
け
姫
」
の
関
連
テ
ー
マ
を
考
え
る
サ
イ
ト
に
２
「
赤
不
浄
」
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
「
鋳い
物もの
師じ
」
は
、
女
性
の
出
産
・
生
理
に
よ
る
出
血
を
忌
み
嫌
っ
た
と
い
う
。
金かな
屋や
子こ
神がみ
は
「
た
た
ら
師
・
鍛
冶
屋
な
ど
金
属
関
係
の
業
者
が
信
仰
す
る
神
で
あ
る
。
こ
の
神
が
中
国
山
地
に
降
臨
し
て
、
た
た
ら
製
鉄
が
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
金
屋
子
神
は
、
誕
生
寺
の
北
に
位
置
す
る
鏡
野
町
の
鍛
冶
屋
谷
た
た
ら
遺
跡
に
も
現
存
し
、
祭
ら
れ
て
い
た
。
写
真
は
、
二
〇
一
九
年
夏
、
筆
者
が
同
遺
跡
を
訪
問
し
撮
影
し
法
中
世
寺
院
と
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
利
権
構
造
四
九
た
も
の
だ
。
誕
生
寺
に
伝
わ
る
片
目
の
魚
伝
説
に
は
「
赤
不
浄
」
の
嫌
悪
感
が
見
え
隠
れ
す
る
。
も
の
の
け
姫
は
、「
た
た
ら
製
鉄
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
有
名
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
で
あ
る
が
、「
た
た
ら
」
と
環
境
の
本
質
は
、
映
画
が
描
く
よ
う
な
「
た
た
ら
」
を
め
ぐ
る
武
士
の
利
権
と
地
域
共
同
体
の
利
権
の
対
立
と
い
う
よ
り
も
、
鉄かん
穴な
流
し
に
よ
る
流
域
の
河
川
水
の
汚
染
と
残
滓
の
農
耕
へ
の
影
響
で
は
な
い
の
か
。
地
域
の
住
民
の
中
に
も
、
た
た
ら
の
「
汁
」
が
原
因
で
は
と
の
理
解
を
示
す
人
が
い
る
一
方
で
、
関
連
は
な
い
と
す
る
人
も
い
る
（
鉄
工
所
経
営
）。
た
た
ら
の
開
発
が
農
耕
地
開
発
に
つ
な
が
っ
た
り
、
海
辺
の
砂
浜
の
涵
養
に
結
び
つ
い
た
り
、
た
た
ら
と
農
耕
の
「
共
生
」
を
強
調
す
る
こ
と
に
一
理
は
あ
る
が
、
農
耕
も
あ
る
意
味
で
自
然
界
か
ら
の
収
奪
だ
と
す
れ
ば
、
広
葉
樹
林
の
大
量
伐
採
は
流
域
の
水
資
源
の
劣
化
で
あ
り
、「
た
た
ら
」
は
二
重
の
意
味
で
農
耕
社
会
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
二
重
の
も
う
一
方
は
農
耕
労
働
力
の
「
搾
取
」
で
あ
る
。
中
世
寺
院
も
こ
の
た
た
ら
製
鉄
に
一
定
の
利
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、「
片
目
の
魚
」
伝
説
に
、
具
体
性
を
帯
び
た
解
釈
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
全
国
の
八
割
の
粗
鉄
を
供
給
し
た
と
さ
れ
る
中
世
出
雲
の
鉄
山
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
資
料
３
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
こ
の
紹
介
で
は
、
た
た
ら
経
営
が
、
環
境
、
地
域
産
業
（
農
耕
）、
地
域
文
化
に
関
し
て
、
持
続
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、「
た
た
ら
」
が
も
つ
利
権
の
構
造
に
関
し
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
本
論
文
で
は
、「
絵
伝
・
誕
生
寺
伝
片
目
の
魚
伝
説
」
を
、
た
た
ら
の
利
権
（
生
産
）
構
造
と
関
連
せ
し
め
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
共
生
文
化
研
究
第
五
号
五
〇
た
た
ら
経
営
の
多
層
構
造
森
藩
の
た
た
ら
経
営
に
つ
い
て
知
る
す
べ
は
、
鏡
野
町
の
旧
富
村
に
復
元
さ
れ
た
「
た
た
ら
」
遺
跡
・
資
料
館
に
あ
る
が
、
そ
の
経
営
の
実
態
に
関
し
て
は
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
東
寺
と
た
た
ら
荘
園
経
営
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
岡
山
県
新
見
の
た
た
ら
遺
跡
（
大
成
山
た
た
ら
遺
跡
〒
719-3612
岡
山
県
新
見
市
神
郷
油
野
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
４
。
法
然
上
人
絵
伝
と
誕
生
寺
に
伝
承
さ
れ
る
「
片
目
の
魚
」
伝
説
の
謎
を
解
く
に
は
、
当
時
の
た
た
ら
経
営
と
誕
生
寺
周
辺
の
「
た
た
ら
」
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
手
始
め
に
、
津
山
市
の
中
山
神
社
と
製
鉄
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
中
山
神
社
は
美
作
の
国
の
有
力
神
社
の
一
つ
で
あ
る
が
、
志
野
敏
夫
は
、
平
安
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
中
山
神
社
が
製
鉄
に
関
係
し
て
い
た
と
し
て
い
る
５
。
勢
至
丸
の
父
親
の
時
国
は
、
高
野
神
社
に
関
連
す
る
地
侍
（
押
領
使
）
で
あ
り
、
中
山
神
社
の
製
鉄
と
の
つ
な
が
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
中
山
神
社
の
製
鉄
利
権
が
、
次
に
述
べ
る
肩
野
物
部
製
鉄
集
団
に
握
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
漆
間
時
国
の
製
鉄
利
権
は
肩
野
集
団
と
対
立
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
こ
の
肩
野
集
団
の
説
明
を
し
よ
う
。
漆
間
時
国
が
、
製
鉄
に
利
権
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
た
だ
時
国
が
居
所
と
し
て
い
た
「
本
丸
城
」
が
、
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
「
た
た
ら
遺
跡
」
と
至
近
距
離
に
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
か
ら
だ
。
写
真
が
本
丸
場
跡
で
あ
り
、
向
こ
う
に
は
誕
生
寺
が
あ
る
。
肩
野
物
部
氏
と
鉄
・
鉄
器
生
産
の
利
権
に
関
し
て
、交
野
市
教
育
委
員
会
の
資
料
６
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
い
ま
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
製
鉄
集
団
の
地
理
的
配
置
を
説
明
し
よ
う
。
法
中
世
寺
院
と
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
利
権
構
造
五
一
「
誕
生
寺
川
流
域
は
、
岡
山
県
中
央
部
を
流
れ
る
旭
川
水
系
に
属
し
て
お
り
、
福
渡
で
岡
山
県
三
大
河
川
の
一
つ
旭
川
に
合
流
す
る
。
支
流
と
し
て
、
小
原
川
、
片
目
川
、
紅
梅
川
、
名
越
谷
川
、
日
南
川
、
大
家
川
、
塩
之
内
川
、
宮
地
奥
川
、
泉
川
、
石
風
呂
川
、
全
間
川
、
奥
田
川
、
中
田
川
、
宮
地
川
、
大
谷
川
、
里
見
川
、
金
屎
川
、
豊
楽
寺
川
、
野
伏
尾
川
、
片
島
川
を
か
か
え
、
こ
の
中
で
、
金
屎
川
は
精
錬
残
滓
の
放
流
に
使
わ
れ
た
川
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
屎
（
糞
）
は
ス
ラ
グ
（
鉱
石
を
精
錬
す
る
時
に
出
る
滓
で
鉱
滓
）
と
も
言
い
、
ド
ロ
ス
（
溶
け
た
金
属
の
浮
き
か
す
や
不
純
物
）
の
こ
と
で
あ
る
。
青
森
県
八
戸
市
や
愛
知
県
一
宮
市
に
も
同
名
の
地
名
が
あ
る
。
金
屎
岳
と
い
う
山
も
あ
る
が
、
元
は
金
糞
岳
だ
っ
た
と
い
う
。
〈
https://enkieden.exblog.jp/27191747/〉（
二
〇
一
九
年
一
二
月
ア
ク
セ
ス
）
金
屎
と
い
う
地
名
は
、
岡
山
県
美
作
市
金
原
の
旧
称
で
、
美
作
町
成
立
時
に
改
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
原
に
変
わ
っ
た
の
は
、
水
質
汚
濁
や
森
林
破
壊
と
い
う
悪
し
き
イ
メ
ー
ジ
を
嫌
っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
金
屎
川
７
は
建
部
町
下
神こう
目め
で
誕
生
寺
川
に
合
流
す
る
小
河
川
で
あ
り
、
水
源
は
池
に
な
っ
て
お
り
、
小
河
川
は
、
直
線
で
南
か
ら
北
へ
流
れ
、
水
路
の
よ
う
に
誕
生
寺
川
へ
注
い
で
い
る
。
こ
の
池
は
、
た
た
ら
場
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
金
屎
川
と
い
う
名
称
は
、
地
図
上
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
河
川
の
名
称
と
し
て
は
、
隠
ぺ
い
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
「
肩
野
物
部
氏
と
鉄
・
鉄
器
生
産
岡
山
と
交
野
の
結
び
つ
き
」
に
戻
ろ
う
。
平
成
七
〜
九
年
に
誕
生
寺
川
流
域
で
の
製
鉄
遺
跡
の
分
布
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
新
た
に
五
地
点
で
製
鉄
遺
跡
が
確
認
さ
れ
、
一
四
・
久
米
南
町
北
庄
地
区
秋
宗
（
砂
鉄
系
製
錬
滓
・
平
安
時
代
）、
一
五
・
久
米
南
町
松
地
区
荒
神
池
（
砂
鉄
系
製
錬
滓
・
平
安
時
代
）、
一
六
・
久
米
南
町
上
ニ
ケ
地
区
金
屎
池
（
砂
鉄
系
製
錬
滓
・
平
安
時
代
）、
一
七
・
下
籾
地
区
金
山
池
（
砂
鉄
系
製
錬
滓
・
平
安
時
代
後
﹇
一
〇
六
三
年
﹈）
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
共
生
文
化
研
究
第
五
号
五
二
た
た
ら
残
滓
・
片
目
の
魚
仮
説
こ
の
遺
跡
群
の
平
安
か
ら
平
安
後
期
は
、
法
然
上
人
の
時
代
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
お
り
、『
法
然
上
人
絵
伝
』
の
作
者
が
、
漆
間
時
国
を
夜
襲
し
殺
害
し
た
明
石
源
内
定
明
が
、
勢
至
丸
の
放
っ
た
矢
に
よ
っ
て
目
（
絵
伝
で
は
眉
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
目
」
と
し
て
お
く
）
を
討
た
れ
、
の
ち
に
片
目
川
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
誕
生
寺
川
で
目
を
洗
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
法
然
上
人
絵
伝
の
作
者
が
、「
眉
間
」
と
し
て
書
き
記
し
た
の
と
、
誕
生
寺
伝
説
が
「
左
目
」
と
し
た
時
期
と
、
ど
ち
ら
が
先
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
生
じ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
問
い
は
置
い
て
お
く
。
誕
生
寺
に
伝
承
さ
れ
る
話
で
、
爾
来
、
片
目
の
魚
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
事
実
と
、
た
た
ら
場
と
の
関
係
を
証
明
で
き
る
た
た
ら
跡
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
曰
く
、
「
新
た
に
見
つ
か
っ
た
遺
跡
は
、
立
地
や
採
取
し
た
資
料
の
形
状
か
ら
み
て
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
製
鉄
遺
跡
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
誕
生
寺
川
流
域
の
製
鉄
炉
は
津
山
市
の
各
遺
跡
よ
り
も
大
型
化
し
て
い
る
。
津
山
市
周
辺
の
遺
跡
と
の
違
い
は
、
誕
生
寺
川
流
域
で
は
、
製
鉄
原
料
に
は
鉄
鉱
石
で
な
く
、
す
べ
て
砂
鉄
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
滓
の
組
織
も
銑
鉄
が
生
成
さ
れ
た
時
の
組
織
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
原
料
の
変
化
と
炉
内
温
度
の
高
温
化
が
な
さ
れ
、
こ
の
こ
と
も
中
世
期
の
製
鉄
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
津
山
市
あ
た
り
で
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
鍛
冶
屋
や
鋳
物
師
に
関
す
る
地
名
も
こ
の
誕
生
寺
川
流
域
に
は
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
城
下
町
津
山
に
は
吹
屋
町
と
い
う
た
た
ら
に
関
す
る
地
名
が
あ
り
、
の
ち
に
紹
介
す
る
『
誕
生
寺
古
記
録
集
成
』
に
も
、
津
山
の
吹
屋
町
の
鋳
物
師
や
職
人
、
ふ
い
ご
の
調
達
に
関
す
る
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
吹
屋
町
の
製
鉄
職
人
は
、
久
米
南
町
の
東
に
位
置
す
る
瓜
生
原
や
金
谷
村
か
ら
移
住
さ
せ
ら
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。
同
史
料
に
よ
る
と
、
肩
野
物
部
氏
は
、
最
初
美
作
の
国
・
国
府
の
北
に
位
置
す
る
中
山
神
社
に
住
ん
で
い
た
が
、
の
ち
弓
削
に
引
っ
越
し
、
そ
こ
で
、
誕
生
寺
と
も
関
係
を
持
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
製
鉄
集
団
・
肩
野
物
部
と
誕
生
寺
と
の
関
係
は
深
い
と
考
え
ら
れ
る
。
法
中
世
寺
院
と
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
利
権
構
造
五
三
法
然
上
人
に
関
す
る
誕
生
寺
の
伝
承
で
「
片
目
の
魚
が
出
た
」
と
さ
れ
る
逸
話
は
、
誕
生
寺
川
上
流
域
で
、
た
た
ら
の
原
料
に
な
る
花
崗
岩
質
の
風
化
砂
鉄
の
鉄
穴
流
し
が
行
わ
れ
た
環
境
変
化
（
河
川
汚
濁
）
が
原
因
、
な
い
し
は
背
景
に
も
つ
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
伝
承
は
架
空
の
話
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
片
目
の
魚
と
た
た
ら
残
滓
と
の
因
果
関
係
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
片
目
の
魚
の
数
多
い
事
例
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
上
流
域
の
た
た
ら
と
の
因
果
関
係
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
た
た
ら
残
滓
・
片
目
の
魚
仮
説
」
に
は
無
理
が
あ
る
。
地
元
教
育
委
員
会
関
係
者
も
「
残
滓
は
流
水
に
よ
っ
て
薄
め
ら
れ
る
の
で
原
因
と
は
関
係
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
。
こ
の
仮
説
を
留
保
し
て
、
別
の
因
果
関
係
の
候
補
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
ダ
ム
を
旅
す
る
人
の
ブ
ロ
グ
８
に
よ
れ
ば
、
誕
生
寺
川
の
支
流
に
、
釜
ケ
谷
池
と
い
う
砂
防
ダ
ム
が
昭
和
の
初
期
（
四
年
）
に
建
設
さ
れ
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
。
場
所
は
、
久
米
郡
久
米
南
町
塩
之
内
だ
が
、
塩
之
内
は
誕
生
寺
の
か
な
り
南
に
位
置
し
、
む
し
ろ
、
製
鉄
集
団
・
肩
野
物
部
の
拠
点
の
弓
削
に
近
い
。
場
所
は
、
google
マ
ッ
プ
で
確
認
で
き
る
。
こ
の
釜
ケ
谷
は
、
た
た
ら
に
特
定
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
鏡
野
町
富
に
同
名
の
た
た
ら
跡
が
あ
り
、
塩
之
内
も
た
た
ら
の
可
能
性
は
高
い
。
交
野
市
教
育
委
員
会
資
料
に
見
え
る
平
安
時
代
の
た
た
ら
の
地
名
も
、
誕
生
寺
か
ら
至
近
距
離
に
あ
り
、
誕
生
寺
伝
説
の
「
赤
い
川
」「
片
目
の
魚
」
と
因
果
関
係
を
持
つ
「
た
た
ら
」
の
候
補
は
四
か
所
と
な
る
。
誕
生
寺
川
は
本
川
の
源
流
部
に
誕
生
寺
池
が
あ
り
、
こ
の
池
を
源
流
と
し
て
い
る
が
、「
岡
山
県
大
百
科
事
典
」
に
は
、「
天
和
年
間
、
上
弓
削
村
の
大
庄
屋
河
原
善
右
衛
門
が
作
っ
た
９
」
と
あ
る
。
天
和
年
間
と
は
、
一
六
八
一
年
か
ら
一
六
八
四
年
ま
で
の
期
間
で
、
法
然
上
人
の
没
後
か
な
り
経
過
し
て
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
窒
素
ガ
ス
説
共
生
文
化
研
究
第
五
号
五
四
窒
素
ガ
ス
が
溶
け
込
ん
だ
低
酸
素
の
河
川
や
池
で
は
、
目
の
な
い
魚
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
、
通
常
の
真
水
に
戻
す
と
目
は
元
に
戻
る
と
い
う
。
窒
素
ガ
ス
は
、
牛
な
ど
の
家
畜
の
糞
が
堆
肥
化
す
る
過
程
で
発
生
す
る
ガ
ス
で
、
こ
の
糞
が
何
ら
か
の
理
由
で
大
量
に
河
川
に
流
れ
出
た
と
す
れ
ば
、
窒
素
ガ
ス
（
一
酸
化
二
窒
素
）
が
充
満
し
た
河
川
で
、
片
目
の
魚
が
出
現
す
る
こ
と
は
容
易
に
あ
り
得
る
。
一
酸
化
二
窒
素
は
、
強
力
な
温
室
効
果
ガ
ス
で
、
今
日
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
ガ
ス
で
あ
る
。
た
た
ら
製
鉄
に
は
、
運
搬
用
に
牛
や
馬
が
使
わ
れ
た
。
窒
素
酸
化
物
は
高
温
に
よ
る
燃
焼
で
発
生
し
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
変
換
し
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
な
り
、
目
が
ち
か
ち
か
す
る
な
ど
の
公
害
病
を
生
じ
さ
せ
る
物
質
で
も
あ
る
。
眼
の
な
い
魚
が
ガ
ス
病
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
窒
素
ガ
ス
が
過
飽
和
に
な
っ
た
環
境
の
中
で
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
広
島
大
学
水
畜
産
学
部
水
産
学
科
、
江
草
修
三
の
『
溶
存
窒
素
過
剰
に
因
る
ガ
ス
病
に
つ
い
て
』（
一
九
五
九
年
）
10
に
お
い
て
実
験
結
果
と
と
も
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。
科
学
知
識
の
な
い
中
世
の
人
た
ち
が
、
漆
間
時
国
を
討
っ
た
定
明
が
、
勢
至
丸
少
年
が
放
っ
た
矢
に
当
た
り
、
目
（
眉
間
）
を
負
傷
し
て
川
で
洗
っ
た
と
こ
ろ
、
片
目
の
魚
が
出
た
と
し
た
こ
と
は
、
容
易
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
両
者
に
因
果
関
係
は
な
く
、
誕
生
寺
川
は
、
し
ば
し
ば
た
た
ら
の
残
滓
の
放
流
に
よ
っ
て
赤
く
混
濁
し
て
い
た
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
が
誕
生
寺
伝
説
の
背
景
要
因
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
隻
眼
、
独
眼
伝
説
こ
こ
で
「
片
目
の
魚
伝
説
」
に
関
連
し
て
、
隻
眼
、
独
眼
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
11
。
す
な
わ
ち
、「
学
術
的
な
観
点
か
ら
も
い
く
つ
か
の
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
だ
け
に
限
れ
ば
、
柳
田
國
男
は
、『
一
つ
目
小
僧
そ
の
他
』
で
、
も
と
も
と
神
に
捧
げ
る
べ
き
生
け
贄
の
人
間
法
中
世
寺
院
と
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
利
権
構
造
五
五
が
逃
亡
し
な
い
よ
う
に
片
目
（
と
片
脚
）
を
傷
つ
け
て
い
た
の
が
神
格
と
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
た
。
谷
川
健
一
は
、
隻・
眼・
の・
伝・
承・
が・
あ・
る・
地・
域・
と・
古・
代・
の・
鍛・
冶・
場・
の・
分・
布・
が・
重・
な・
る・
こ
と
に
着
目
し
た
。
た
た
ら
場
で
働
く
人
々
は
片
目
で
炎
を
見
続
け
る
た
め
、
老
年
に
な
る
と
片
方
が
見
え
な
く
な
る
。
ま
た
ふ
い
ご
を
片
方
の
脚
だ
け
で
踏
み
続
け
る
か
ら
片
脚
が
萎
え
る
。（
こ
の
こ
と
は
「
も
の
の
け
姫
」
の
シ
ー
ン
に
登
場
す
る
ー
筆
者
）
古
代
は
人
間
で
も
神
々
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
た
め
、
鍛
冶
の
神
（
天
目
一
箇
あ
ま
め
ひ
と
つ
の
神かみ
な
ど
）
が
こ
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
神
々
は
零
落
し
て
妖
怪
に
な
っ
た
（
谷
川
健
一
『
青
銅
の
神
の
足
跡
』）。
赤
松
啓
介
の
見
解
も
こ
れ
に
近
い
」
と
し
て
い
る
。（
傍
点
は
引
用
者
）
ま
た
、
出
典
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
隻
眼
の
魚
の
事
例
と
し
て
、「
武
蔵
野
島
の
浄
山
寺
門
外
の
池
に
棲
む
片
目
の
魚
は
、
延・
命・
地・
蔵・
が・
茶・
畑・
で・
傷・
つ・
い・
た・
眼・
を・
そ・
こ・
で・
洗・
っ・
た・
か・
ら・
で
あ
る
と
い
う
。（
傍
点
は
引
用
者
）
阿
波
福
村
の
池
に
棲
む
片
目
の
フ
ナ
、
コ
イ
そ
の
他
は
月
輪
兵
部
が
、
池
の
主
の
大
蛇
の
左
眼
を
射
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
」
と
し
て
い
る
。『
法
然
上
人
絵
伝
』
と
「
誕
生
寺
伝
説
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
酷
似
し
て
お
り
興
味
深
い
。
誕
生
寺
の
た
た
ら
経
営
の
可
能
性
片
目
魚
に
関
す
る
「
自
然
科
学
的
な
分
析
」
と
し
て
、
上
述
の
「
窒
素
ガ
ス
説
」
の
も
と
に
な
る
末
広
恭やす
雄お
の
「
片
目
魚
」（『
魚
と
伝
説
』
新
潮
社
、
一
九
六
四
年
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
説
か
ら
の
派
生
と
し
て
、
坂
本
和
俊
の
『
一
つ
目
小
僧
の
原
像
―
製
鉄
関
係
神
の
神
格
化
の
構
造
と
考
古
学
研
究
の
視
点
―
』（
一
九
九
四
年
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
柳
田
説
に
は
疑
わ
し
い
部
分
が
あ
る
と
し
、
一
つ
目
小
僧
の
起
源
が
天
目
一
箇
神
と
い
う
説
は
認
め
る
も
の
の
、
職
業
病
に
よ
っ
て
片
目
片
足
と
な
っ
た
者
が
神
格
化
さ
れ
た
事
に
つ
い
て
は
賛
成
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
。
柳
田
圀
男
の
『
日
本
の
伝
説
』
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
青
空
文
庫
」
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
時
代
は
下
っ
て
、『
誕
生
寺
古
記
録
集
成
』
に
、
元
禄
一
五
年
の
「
鐘
鋳
日
鑑
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
一
七
〇
二
年
に
誕
生
寺
境
内
で
「
た
共
生
文
化
研
究
第
五
号
五
六
た
ら
」（
製
鉄
）
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
鋳
物
師
ら
と
と
も
に
梵
鐘
が
製
作
さ
れ
た
記
録
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
時
代
に
、
寺
院
は
製
鉄
の
利
権
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
誕
生
寺
の
近
隣
に
た
た
ら
鉱
山
の
遺
跡
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
に
引
用
し
た
「
遺
跡
」
は
資
料
の
上
で
し
か
な
い
。
そ
の
手
掛
か
り
を
得
る
た
め
に
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
八
日
午
後
、
津
山
線
の
誕
生
寺
駅
を
下
車
し
、
誕
生
寺
川
を
遡
り
、
一
七
世
紀
に
造
ら
れ
た
と
い
う
誕
生
寺
池
を
踏
査
し
た
。
池
の
東
側
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
そ
の
先
で
、
女
性
が
池
を
眺
め
て
い
る
の
で
声
を
か
け
る
。
「
こ
の
池
は
た
た
ら
と
は
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
池
が
た
た
ら
の
跡
で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
私
は
、
出
鼻
を
く
じ
か
れ
た
格
好
に
な
っ
た
。
「
法
然
上
人
の
片
目
の
魚
の
話
な
ら
」
と
、
八
〇
才
く
ら
い
の
女
性
は
、「
久
米
南
町
誌
」
に
書
い
て
あ
る
と
断
っ
た
上
で
、
「
寺
院
の
上
流
に
鉱
山
が
あ
っ
て
、
汁・
が・
染・
み・
出・
て・
片
目
の
魚
が
出
た
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
古
い
こ
と
に
興
味
が
あ
り
、
調
べ
た
と
い
う
。
「
私
は
こ
こ
に
よ
そ
か
ら
嫁
い
で
き
た
の
で
、
来
て
か
ら
の
こ
と
だ
け
ど
、
片
目
の
鮒
は
見
た
こ
と
が
あ
る
。
目
が
な
い
の
で
は
な
く
て
白
く
濁
っ
て
い
た
」
と
言
う
。
「
だ
か
ら
侍
が
矢
で
打
ち
抜
か
れ
た
目
を
洗
っ
た
か
ら
片
目
の
魚
が
出
た
と
い
う
の
は
嘘
」
と
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
て
言
う
。
地
元
で
は
、
明
石
定
明
が
目
を
撃
ち
抜
か
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
場
所
は
？
」
と
聞
く
と
、
誕
生
寺
の
裏
の
方
で
愛
宕
神
社
の
左
の
方
だ
と
言
う
。
(写
真
の
右
中
央
部
分
)
法
中
世
寺
院
と
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
利
権
構
造
五
七
こ
の
池
も
最
近
片
目
の
魚
が
出
る
と
言
う
。
「
池
の
上
流
の
宅
地
化
で
排
水
が
流
れ
る
た
め
だ
」
と
言
う
。
貴
重
な
証
言
を
得
た
。
上
に
紹
介
し
た
「
平
成
七
〜
九
年
に
誕
生
寺
川
流
域
の
製
鉄
遺
跡
の
分
布
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
一
四
・
久
米
南
町
北
庄
地
区
秋
宗
（
砂
鉄
系
製
錬
滓
・
平
安
時
代
）
が
こ
れ
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
あ
と
が
き
二
〇
二
〇
年
一
月
、
再
び
久
米
南
町
を
訪
れ
、
教
育
委
員
会
か
ら
紹
介
さ
れ
た
中
里
地
区
の
中
島
英
雄
さ
ん
に
、
誕
生
寺
の
上
手
に
あ
る
「
た
た
ら
遺
跡
群
」
を
案
内
し
て
も
ら
い
、
出
土
品
に
関
し
て
も
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
出
土
品
の
分
析
は
後
に
譲
る
と
し
て
、
誕
生
寺
の
至
近
距
離
に
、
漆
間
時
国
の
居
所
（
本
丸
城
）
跡
を
確
認
し
、
農
耕
に
根
差
し
た
製
鉄
地
域
産
業
（
免
田
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
た
ら
の
「
神
」
の
祠
（
写
真
）
も
確
認
で
き
た
。
出
土
品
に
は
「
木
棺
」
ら
し
き
も
の
が
あ
り
、
美
作
国
・
国
府
へ
の
鉄
の
納
税
が
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。
ま
た
、「
久
米
南
町
誌
」
に
は
、
当
時
、
定
期
的
な
市
が
立
っ
て
お
り
、
農
耕
生
産
力
は
徐
々
に
発
展
し
て
い
た
こ
と
も
、
文
献
資
料
か
ら
分
か
っ
た
。
誕
生
寺
の
鐘
鋳
は
こ
の
よ
う
な
生
産
力
の
発
展
段
階
で
、
た
た
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
『
誕
生
寺
古
記
録
集
成
』
に
は
、
近
隣
か
ら
の
原
料
と
し
て
の
「
鏡
」
や
金
品
の
寄
進
、
鋳
物
師
や
作
業
員
の
派
遣
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
た
た
ら
の
製
造
設
備
は
、
津
山
藩
の
吹
屋
町
か
ら
の
導
入
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
作
業
は
九
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
農
閑
期
で
あ
っ
た
。
当
時
、
誕
生
寺
は
、
津
山
藩
よ
り
微
々
た
る
も
の
で
は
あ
る
が
（
石
高
）
荘
園
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
荘
園
は
、
お
そ
ら
く
案
内
さ
れ
た
中
里
一
帯
の
農
地
が
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
実
際
の
経
営
は
、
過
去
、
漆
間
時
国
に
よ
っ
て
行
わ
れ
共
生
文
化
研
究
第
五
号
五
八
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
地
域
支
配
構
造
が
、
新
参
者
の
定
明
の
癪
に
障
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、「
片
目
魚
」
の
伝
説
は
、
こ
の
歴
史
の
一
コ
マ
を
後
世
の
人
た
ち
に
伝
え
る
べ
く
作
ら
れ
、
語
り
継
が
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
法
然
上
人
の
教
え
を
「
片
目
の
魚
」
に
託
し
た
の
だ
ろ
う
と
、
筆
者
は
思
う
。
注１
同
辞
典
で
の
説
明
は
「
日
本
大
百
科
全
書
(ニ
ッ
ポ
ニ
カ
)の
解
説
」
と
と
も
に
「
コ
ト
バ
ン
ク
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
２
http://w
w
w
.asahi-net.or.jp/~hn7y-m
ur/m
ononoke/m
onolink04.htm
#book3
３
「
松
江
藩
に
お
け
る
近
世
中
・
後
期
た
た
ら
製
鉄
業
の
展
開
」
が
あ
り
そ
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
〜
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
〜
」
https://japan-heritage.bunka.go.jp/ja/app/upload/heritage_data_file/034-5525943872054564.pdf（
二
〇
一
九
年
一
二
月
ア
ク
セ
ス
）
４
「
里
山
と
た
た
ら
製
鉄
-
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
中
世
村
落
の
総
合
的
復
原
研
究
―
備
中
国
新
見
荘
の
歴
史
と
水
利
」
http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/jp/kokoronom
irai/kokoro_vol14_p19_p22.pdf
http://w
w
w
.f.w
aseda.jp/ebisaw
a/ebisaw
a/info01-houkoku.pdf（
二
〇
一
九
年
一
二
月
ア
ク
セ
ス
）
５
「
美
作
中
山
神
社
と
オ
オ
ナ
ム
ヂ
･物
部
氏
―
中
山
神
社
社
伝
を
中
心
と
し
て
―
」（
岡
山
理
科
大
学
総
合
情
報
学
部
社
会
情
報
学
科
『
岡
山
理
科
大
学
紀
要
』
第
四
一
号
Ｂ
、
二
〇
〇
五
年
）
６
「
平
成
二
三
年
度
交
野
古
文
化
同
好
会
・
総
会
資
料
二
〇
一
一
年
四
月
九
日
肩
野
物
部
氏
と
鉄
・
鉄
器
生
産
岡
山
と
交
野
の
結
び
つ
き
」
（
交
野
市
教
育
委
員
会
真
鍋
成
史
）
http://m
urata35.chicappa.jp/rekisiuo-ku/11-1/m
ana1149.pdf（
二
〇
一
九
年
一
二
月
ア
ク
セ
ス
）
法
中
世
寺
院
と
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
利
権
構
造
五
九
７
https://m
ap.goo.ne.jp/m
ap-sim
ple/latlon/E133.55.18.915N
34.52.44.550/zoom
/9/（
二
〇
二
〇
年
一
月
ア
ク
セ
ス
）
８
http://shuukeian.blog.fc2.com
/blog-entry-342.htm
l（
二
〇
一
九
年
一
二
月
ア
ク
セ
ス
）
９
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
よ
り
誕
生
寺
池
”『
天
和
年
間
、
美
作
国
久
米
南
条
郡
上
弓
削
村
の
大
庄
屋
河
原
善
右
衛
門
に
よ
っ
て
築
造
』。
ま
た
誕
生
寺
池
の
旧
名
称
は
”坪
井
池
”と
わ
か
る
。「
久
米
郡
誌
」
p.16”坪
井
池
”成
立
は
『
天
和
年
間
』。「
久
米
南
町
誌
」
に
は
記
述
無
し
と
さ
れ
て
い
る
。
https://crd.ndl.go.jp/reference/m
odules/d3ndlcrdentry/index.php?page=ref_view
&
id=1000020914（
二
〇
一
九
年
一
二
月
ア
ク
セ
ス
）
10
広
島
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
ー
、
学
内
刊
行
物
広
島
大
学
水
畜
産
学
部
紀
要
二
巻
二
号
http://ir.lib.hiroshim
a-u.ac.jp/files/public/3/39691/20160413102447417834/JFacFishA
nim
_2_157.pdf
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
ア
ク
セ
ス
）
11
w
ikipedhia
https://ja.w
ikipedia.org/w
iki/%
E9%
9A
%
BB%
E7%
9C%
BC（
二
〇
一
九
年
一
二
月
ア
ク
セ
ス
）
参
考
徳
安
浩
明
「
吉
井
川
上
流
域
に
お
け
る
鉄
穴
流
し
と
濁
水
紛
争
」
人
文
地
理
第
四
六
巻
第
六
号
、
一
九
九
四
年
、
四
六
巻
六
号
p.
628-641
〈
https://w
w
w
.jstage.jst.go.jp/article/jhg1948/46/6/46_6_628/_pdf/-char/ja〉
德
安
浩
明
「
た
た
ら
製
鉄
に
よ
る
中
国
山
地
の
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発
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
研
究
」
二
〇
一
五
年
一
一
月
、
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
学
園
洛
星
中
学
高
等
学
校
（
博
士
号
申
請
論
文
）
〈
https://archives.bukkyo-u.ac.jp/rp-contents/H
B/B055/H
BB0551L001.pdf?〉
キ
ー
ワ
ー
ド
：
た
た
ら
、
誕
生
寺
、
美
作
、
法
然
上
人
（
せ
が
わ
ひ
さ
し
東
海
学
園
大
学
名
誉
教
授
・
名
古
屋
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
）
共
生
文
化
研
究
第
五
号
六
〇
